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森
林
は
重
要
な

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源

　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
私
た

ち
の
郷
土
。
日
本
に
は
、
25
億
平

方
メ
ー
ト
ル
の
森
林
が
あ
り
、
国

土
に
占
め
る
割
合
は
67
％
で
す
。

そ
こ
で
光
合
成
を
行
う
植
物
は
、

年
間
約
９　

７
０
０
万
ト
ン
の
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
、
炭
素
を

体
内
に
貯
蔵
し
な
が
ら
成
長
し
ま

す
。
こ
れ
は
我
が
国
の
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
８
％
、
国
内
の
全
自

家
用
乗
用
車
の
排
出
す
る
量
の
７

割
に
相
当
し
ま
す
。
森
林
は
、
二

酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
し
て
大
変

貴
重
で
す
。

森
林
の
育
成
に
は

「
人
の
手
」
が
必
要

　

森
林
は
、
単
に
苗
木
を
植
え
る

だ
け
で
は
成
長
し
ま
せ
ん
。
苗
木

を
植
え
た
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
成

長
の
早
い
雑
草
や
灌
木
に
負
け
て

し
ま
い
、
十
分
に
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
木
が
成

長
し
た
後
も
、
多
く
の
木
で
混
雑

し
た
森
林
は
、
下
枝
ま
で
光
が
行

き
届
か
な
く
な
り
、
や
は
り
木
の

成
長
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

豊
か
な
森
林
を
育
成
す
る
た

め
に
は
、
植
裁
し
た
木
が
あ
る
程

度
に
成
長
す
る
ま
で
雑
草
や
灌
木

を
取
り
除
く
下
草
刈
り
や
、
過
密

と
な
っ
た
森
林
に
対
し
て
密
度
を

調
節
し
て
１
本
１
本
の
木
の
成
長

を
促
す
た
め
に
抜
き
切
り
を
す
る

間
伐
な
ど
、こ
ま
め
に
「
人
の
手
」

を
加
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
高
ま
り

　

近
年
、
環
境
問
題
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
、
森
林
に
「
人
の
手
」

を
加
え
て
整
備
・
保
全
し
よ
う
と

い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

全
国
で
、
森
林
整
備
を
行
っ

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

数
は
、
平
成
９
年
の
時
点
で
は

２
７
７
団
体
だ
っ
た
も
の
が
、
平

成
15
年
に
は
１　

１
６
５
団
体
と

６
年
間
で
約
４
倍
に
急
増
し
て
い

ま
す
。ま
た
茨
城
県
に
お
い
て
も
、

平
成
12
年
度
に
は
14
団
体
だ
っ
た

も
の
が
、
平
成
15
年
度
に
は
24
団

体
。
会
員
数
に
あ
っ
て
は
、
１　

６
０
０
人
か
ら
２　

５
５
７
人
と

急
増
し
て
い
ま
す
。

森
林
保
全
を
支
え
る

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

　

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
自

主
的
に
森
林
づ
く
り（
森
林
整
備
）

に
参
加
し
、
自
ら
の
責
任
に
お
い

て
判
断
し
、
行
動
す
る
市
民
ま
た

は
市
民
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
す
。

　

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

は
、
植
林
・
下
刈
り
な
ど
の
森
林

づ
く
り
や
森
林
・
樹
木
の
観
察
、

ま
た
、
キ
ノ
コ
づ
く
り
や
炭
焼
き

体
験
な
ど
様
々
な
活
動
が
あ
り
ま

す
が
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役

割
は
、森
林
活
動
を
通
し
て
森
林
・

林
業
・
山
村
を
理
解
し
、
森
林
を

守
る
応
援
団
、
森
林
の
良
き
理
解

者
と
な
る
こ
と
で
す
。
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
出
発
点
は
あ
く
ま
で

も
、
森
林
づ
く
り
へ
の
自
主
的
な

参
加
で
あ
り
、
そ
の
動
機
や
関
わ

り
方
も
様
々
で
、
対
象
と
な
る
森

林
も
多
様
で
す
が
、
森
林
に
入
っ

て
自
発
的
に
作
業
を
す
る
と
い
う

点
に
お
い
て
は
共
通
性
を
も
っ
て

い
ま
す
。

　

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
森

林
の
保
全
や
育
林
に
は
長
期
的
継

続
的
に
森
林
で
労
働
す
る
林
業
従

事
者
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
こ
と

や
国
産
材
を
見
直
し
も
っ
と
活
用

す
る
こ
と
、
森
林
と
市
民
、
農
山

村
の
人
々
と
市
民
と
の
間
を
取
り

持
つ
仲
介
者
・
伝
達
者
と
し
て
の

役
割
を
担
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
、

21
世
紀
に
お
け
る
森
林
文
化
の
新

し
い
担
い
手
と
な
る
こ
と
な
ど
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
の
整
備
・
保
全
は
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
山
村
の
人
々
に
の

み
押
し
つ
け
る
だ
け
で
は
不
可
能

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
山
村
の
人
々
や
森
林
林
業

関
係
者
、
行
政
関
係
者
ら
と
協
力

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
も
、
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
森
林
を
守
る
活
動
に
参
加

し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り

組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

■
問
合
先
／
農
林
課
林
政
係（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

／
内
線
３
１
６
２
）

,

,
,

,

　

森
林
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
ひ
と
つ
で

あ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
し
て
、
ま

す
ま
す
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
森
林
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、

植
裁
し
た
木
が
あ
る
程
度
に
成
長
す
る
ま

で
雑
草
な
ど
を
取
り
除
く
下
草
刈
り
や
、

過
密
と
な
っ
た
森
林
の
密
度
を
調
節
し
て

１
本
１
本
の
木
の
成
長
を
促
す
た
め
の
間

伐
な
ど
、
こ
ま
め
に
「
人
の
手
」
を
加
え

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。



　

私
は
、
昭
和
47
年
に
転
勤
に
よ

り
東
京
か
ら
当
時
の
勝
田
市
に
移

り
住
み
、
勝
田
市
に
定
住
す
る
こ

と
を
決
心
し
、
茨
城
県
人
と
な
り

ま
し
た
。
会
社
の
定
年
が
近
づ
い

た
頃
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
ど
う

過
ご
す
か
を
模
索
す
る
中
で
、
平

成
７
年
茨
城
県
の
県
民
参
加
の
森

づ
く
り
推
進
事
業
に
出
会
い
、
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
あ
る
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
民

レ
ベ
ル
の
自
主
的
で
自
立
し
た
グ

ル
ー
プ
の
結
成
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
、
茨
城
県
の
支
援
を
得
て
、

「
い
ば
ら
き
森
林
ク
ラ
ブ
」
の
結

成
を
呼
び
か
け
、
平
成
９
年

に
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
呼
び

か
け
の
責
任
者
と
し
て
事
務

局
を
引
き
受
け
、
代
表
に
就

任
し
ま
し
た
。

　

時
代
の
風
に
乗
り
、
地

域
の
理
解
と
支
援
に
よ
り

会
は
順
調
に
発
展
し
一
定

の
評
価
を
得
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
17
年
、
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
振
興
の
た

め
、
会
の
枠
を
越
え
た
行
動

の
必
要
を
痛
感
し
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
の
開
設

に
踏
み
切
り
、
同
時
に
代
表

を
後
継
者
に
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。

　

こ
の
講
座
の
ね
ら
い
は
、

着
実
で
持
続
的
な
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
市

民
レ
ベ
ル
で
森
林
の
回
復
を
図
ろ

う
と
す
る
運
動
の
一
環
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
講
座
修
了
後
も
活
動

を
続
け
て
、
新
し
い
グ
ル
ー
プ
の

立
ち
上
げ
ま
で
関
わ
る
こ
と
を
目

論
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取

組
み
が
評
価
さ
れ
、
国
土
緑
化
推

進
機
構
の
「
緑
の
募
金
」
事
業
な

ら
び
に
茨
城
県
の
後
援
事
業
に
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

茨
城
県
の
５
地
区
を
巡
っ
て
、

今
回
第
５
期
目
に
県
西
地
区
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
受
講
生
は
講

座
を
通
じ
て
や
り
が
い
と
楽
し
さ

を
感
じ
て
も
ら
え
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
過
日
、
富
谷
ふ
れ
あ
い

の
森
で
第
１
日
目
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
筑
西
市

の
雑
木
の
平
地
林
も
手
掛
け
ま
す

が
、
い
わ
ゆ
る
放
置
林
で
す
。
こ

の
よ
う
な
林
を
蘇
ら
す
の
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
役
割
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
地
域
ご
と
に
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
が
で
き
、
森

林
所
有
者
・
行
政
・
地
域
が
互
い

に
連
携
し
合
う
こ
と
を
夢
見
て
、

そ
の
小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。
桜
川
市
民
の
皆
様
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、
受
講
生
と
と
も
に

森
と
地
域
と
向
き
合
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
志
す
方

へ
の
入
門
講
座
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
国
土
緑
化
推

進
機
構
「
緑
の
募
金
公
募
事
業
」

で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
い
ば
ら
き
森
林
ク
ラ

ブ
講
座
担
当　

中
村
（
〒
３
１
２

-

０
０
１
２
ひ
た
ち
な
か
市
馬

渡
２
５
２
５-

５
３
８
／

・
℻

０
２
９-

２
７
４-

５
２
８
７
）、

農
林
課
林
政
係
（

58-

５
１
１

１
・
75-

３
１
１
１
／
内
線

３
１
６
２
）

4 月 22 日、富谷ふれあいの森で開催された「森林
ボランティア育成講座」に参加された皆さん

間伐で切り倒された木は、枝打ちをしてから同じ長
さに切り揃えられて蓄積されます。

月　日 会　　　場 内　　　容

 6 ／ 23（土） つくば市 民有林 人工林除伐、講義、合宿

 6 ／ 24（日） 石岡市 国有林 人工林下刈り

 7 ／ ７（土） 桜川市富谷ふれあいの森 檜林間伐

 7 ／ 22（日） 筑西市 民有林 雑木林整備、講義

 8 ／ 25（土） 桜川市または筑西市公民館 講義（２科目）

 9 ／ 23（日） 筑西市 民有林 雑木林整備

10／ 20（土） 桜川市富谷ふれあいの森 檜林間伐・枝打ち

■開催日・会場・内容

　昭和 47 年、転勤により来県（旧
勝田市）。定年退職後の平成 9年「い
ばらき森林クラブ」を結成。平成 17
年に森林ボランティア育成講座開設
し、同クラブ代表者を後継者に引き
継ぐ。東京都出身、73歳。

森林ボランティアを育成することで
市民レベルで森林の回復を目指します

中
なか

村
むら

 栄
えい

三
ぞう

 さん
いばらき森林クラブ（育成講座担当）
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地
域
と
保
健
行
政
が
連
携
を
図

り
、
市
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成
18
年

７
月
、
桜
川
市
健
康
推
進
員
会
が

設
立
さ
れ
推
進
員
１
７
７
人
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
初
年
度
と
い
う
こ
と

で
、
本
推
進
員
も
市
民
健
康
講
座

の
ほ
か
、
市
民
祭
・
市
民
健
康
講

座
・
運
動
教
室
・
各
種
健
診
な
ど

に
も
積
極
的
に
参
加
し
活
動
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
活
動
を
重
ね
る

分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
〞
と
い

う
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
び
に
、
自
分
や
家
族
の
健
康
を

改
め
て
見
直
す
機
会
に
な
り
、 〝
自

た
。
講
演
会
後
な
ど
で
は
、
試
食

や
家
で
で
き
る
簡
単
な
体
操
な
ど

も
あ
り
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
大

変
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
各
種
健

診
時
に
記
録
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配

付
な
ど
の
お
手
伝
い
も
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
健
康
講
座
は
、
自
分
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
大
変
有
意
義

な
講
座
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

桜川市健康推進員会

会長　菊
きく

池
ち

　久
ひさ

惠
え

さん

市民健康講座生募集
　本年度も、市民の皆様の健康づくりのために下記の健康講座（全

９回）を開催いたします。お気軽にご参加ください。

■開催時間／ 13：30 ～ 15：00
■ 申込期間／各教室開催日の前
日までに電話により受付けい
たします。

■募集人員／ 100 人
■ 申 込 先／健康推進課　健康
づくり係（　58－ 5111・75
－ 3111 ／内線 2351）

※講座の内容により保健師・管理栄養士の指導があります。（場合により試食があります。）

開　催　日 場　　　所 講　師　名 内　　　容

 ６月 28日（木）真壁福祉センター
つくし野クリニック
吉原　盛光　先生

知っておきたい肺が
ん予防の知識（肺が
ん予防）

 ７月 31日（火）岩瀬福祉センター
磯部歯科医院
内海　元　先生

歯周病の予防（中高
年の歯の病気）ブラッ
シング指導

 ８月 23日（木）大和中央公民館
三岳壮小松崎病院
小松崎　聡　先生

うつ病の予防（誰も
がかかる可能性のあ
る病気）

 ９月 12日（水）岩瀬福祉センター
県西総合病院　婦人科
山内　宏　先生

女性のがんの予防（受
けていますか？定期
健診）

10月30日（火）真壁福祉センター
田崎医院
田崎　次男　先生

糖尿病の予防（増え
ている糖尿病）

11月29日（木）岩瀬福祉センター
袖山医院本院
袖山　巳恵子　先生

心臓病の予防（死亡
原因の第 2 位を占め
ている病気）

12月  ６日（木）大和中央公民館
大和クリニック
濱野　淳　先生

脳梗塞の予防（突然の
発作からおこります）

 １月 24日（木）岩瀬福祉センター
平島医院
平島　康嗣　先生

メタボリックシンド
ロームの予防（りん
ご型肥満は要注意）

 ２月 26日（火） 大和シトラス
県西総合病院　泌尿器科
近藤　福次　先生

前立腺がんの予防 ( 尿
が近い？オシッコがも
れる？ ) シルバーリハ
ビリ体操

平成 19年度

頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

桜
川
市
を
さ
ら
に
元
気
に

５
９
５
人
（
平
成
21
年
度
）

・ 

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
・
・
・

39
％
↓
45
％

主
要
事
業
・
施
策

・ 

公
共
下
水
道
整
備
事
業

・ 

浄
化
槽
整
備
事
業
（
個
人
設
置

型
・
市
町
村
設
置
型
）

桜
川
市
行
政
改
革
の
推
進
（
集
中

改
革
プ
ラ
ン
）

具
体
的
な
成
果
目
標

・ 

行
財
政
改
革
に
よ
り
節
減
さ
れ

る
経
常
的
経
費
８
５
３
百
万
円

減
（
５
か
年
）

・ 

職
員
削
減
数
43
人
（
５
か
年
）

主
要
事
業
・
施
策

・
行
政
評
価
制
度
の
導
入

・
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

・ 

公
募
な
ど
に
よ
り
市
民
参
加
型

の
体
制
づ
く
り

■
問
合
先
／
企
画
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
／

内
線
１
２
７
１
／h

ttp
://w
w
w
.

city
.sa
k
u
ra
g
a
w
a
.lg
.jp
/

）

　

国（
総
務
省
）
は
、
や
る
気
の
あ
る
地
方
が
自
由
に
独
自
の
施
策
を

展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
魅
力
あ
る
地
方
」
に
生
ま
れ
変
わ
れ
る
よ

う
に
、
地
方
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
考
え
、
前
向
き
に
取
り

組
む
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
支
援
措
置
を
講

じ
る
、「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
、
桜
川
市
に
お
け
る
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
概
要
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

歴
史
的
た
た
ず
ま
い
を
継
承
し
た

ま
ち
づ
く
り

具
体
的
な
成
果
目
標

・  

観
光
入
込
客
数
７
万
人
（
平
成

16
年
度
）
↓
13
万
人
（
平
成
20

年
度
）

主
要
事
業
・
施
策

・ 

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
よ

る
基
幹
事
業
の
実
施
（
道
路
整

備
な
ど
）

・ 

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
よ

る
提
案
事
業
の
実
施
（
ま
ち
づ

く
り
活
動
推
進
事
業
な
ど
）

・ 

関
連
事
業
（
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
対
策
事
業
な
ど
）

「
桜
川
」い
に
し
え
の
清
流
再
生
計
画

〜
世
阿
弥
の
舞
台「
桜
川
」の
再
生
〜

具
体
的
な
成
果
目
標

・ 

新
規
の
処
理
人
口
・
・
・
公

共
下
水
道
３
３
７
人
（
平
成

21
年
度
）、
浄
化
槽
（
個
人
設

置
型
）
１
０
５
人
（
平
成
17
年

度
）、浄
化
槽
（
市
町
村
設
置
型
）
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羽
黒
小
学
校
の
福
祉
委
員
会
の
児
童
か
ら
岩
瀬
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
そ
よ
風
に
車
イ
ス
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

全児童の協力で50万個のプルタブ（空き缶のフタ）が集められた！

食
生
活
改
善
事
業
の
普
及
向
上
に
活
躍
さ
れ
た
笠
倉
道

子
さ
ん
（
写
真
右
）
と
、
自
ら
の
健
康
づ
く
り
で
他
の

模
範
と
な
っ
て
い
る
信
山
克
雄
さ
ん
（
写
真
左
）
に
県

知
事
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

県民健康づくりで笠
かさ

倉
くら

道
みち

子
こ

さんと信
しん

山
やま

克
かつ

雄
お

さんが県知事表彰

「土
ど

曜
よう

くらぶ」実行委員会と大
おお

塚
つか

守
もり

一
いち

さんが青少年団体等顕彰受賞

　このほど、市立羽黒小学校の福祉委員会からプルタ

ブの収集によって購入された車イスが、岩瀬ケアセン

ターそよ風（指定介護保険事業所）に寄付されました。

今回で３台目となります。

　これは、同小学校の５年生が「自分たちにもでき

るボランティアはないだろうか。」と平成 9年に発案

されたことからプルタブの収集が始まり、5年～ 6年

生の福祉委員会の児童が中心となって全児童に呼びか

け、2年間で 500 ㎏（50 万個）が集められて車イス

になりました。児童たちは、「おじいちゃんおばちゃ

ん大事に使ってくださいね。」「これからも、プルタブ

の収集をがんばります。」と笑顔で話してくれました。

　茨城県が主催する、「県民健康づくり表彰」で、笠倉道子

さん（本木地区）が知事感謝状、信山克雄さんが（長方地区）

が元気アップ大賞を受賞しました。

　これは、県民総ぐるみの健康づくり運動を展開する、健康

いばらき 21プラン事業の一環として、地域などで健康づくり

に功績のあった方や家族・地域などで自らの健康保持・増進

のため他の模範となる活動を行っている方を表彰するもので

す。笠倉さんは、旧大和地区食生活推進員会長として、永年

にわたり食生活改善事業の普及向上に活躍されました。また、

信山さんは 30 年前に一念発起。10 万キロ（地球 2周半）走

破を目指して早朝マラソンを始め、今日にいたるまで悪天候

でも 1日も休むことなく走り続けています。また、12年前か

らピアノにも挑戦。今では奥さんと連弾するほどの腕前です。

　水戸市の県立青少年会館で開催された、「青少年育成

茨城県民会議」の青少年団体等顕彰で、紫
し

尾
お

小学校「土

曜くらぶ」実行委員会と大塚守一さん（金
かな

敷
しき

地区）が

表彰を受けました。

　同委員会は、学校週 5日制の導入に合わせて、子ど

も達の校外活動の今後の推移を懸念した PTA役員が中

心となり発足。毎年 9月から 3月までの土曜日、同校

グラウンドに参集し、各種スポーツ活動などを通じて

子ども同士・親と子の交流を進めています。また、大

塚さんは、昭和 30年から現在までの永きにわたり、旧

大和村子ども会育成連合会長・青少年育成大和村民会

議長、桜川市民会議副会長・同会議大和支部長として

青少年健全育成運動の推進に貢献されています。
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青
少
年
育
成
茨
城
県
民
会
議
が
主
催
す
る
青
少
年
団
体

等
顕
彰
で
表
彰
を
受
け
た
、「
土
曜
く
ら
ぶ
」　

実
行
委

員
会
（
写
真
右
側
・
代
表
入
江
哲
夫
さ
ん
）
と
大
塚
守

一
さ
ん

桜川市とJA北つくばが水田農業振興室を設置

ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
黒
板
塀
に
仕
上
げ
景
観
づ
く
り
に
貢
献

し
た
、
建
築
士
会
桜
川
支
部
の
み
な
さ
ん
（
右
か
ら
、

市い
ち

村む
ら

英え
い

・
稲い

な

葉ば

正ま
さ

彦ひ
こ

・
藤ふ

じ

田た

昭
し
ょ
う

一い
ち

・
古ふ

る

橋は
し

明あ
き
ら
・
渡わ

た

辺な
べ

清せ
い

一い
ち

・
飯い

い

島じ
ま

一か
ず

則の
り

・
市い

ち

村む
ら

洋ひ
ろ
し
・
上う

え

野の

博ひ
ろ
し
さ
ん

建築士会桜川支部の皆さんがボランティアで黒板塀づくり

様
々
な
活
動
を
と
お
し
て
自
立
と
社
会
参
加
を
目
指
す

「
ス
マ
イ
ル
の
会
」
の
み
な
さ
ん
の
絵
て
が
み
な
ど
の
作

品
展
が
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「スマイルの会」のみなさんの作品展を開催

　桜川市と JA北つくばは、今年度から米の新しい需

給調整の実務を一つのフロアで一体的に行う水田農

業振興室を、JA北つくば大和支店に設置しました。

　これは国の目指す、農業者や産地が自らの判断によ

り適量の米生産を行う新たな需給調整システムの実

現に向けて一体化するもので、JA・市職員が出向す

るほか、管内で米を集荷する業者の方も非常勤で参

加。情報や実務ノウハウを共有し需給調整を行う体制

を確立します。同室では、市が管理する水田データや

豊富な実務経験をもとに生産目標数値を配分し、併せ

て農家への働きかけも行います。また、JA北つくば

管内の筑西・結城市も同体制で業務に当たります。

　真壁町の修景に取り組んでいる、茨城県建築士会

桜川支部の皆さんが、真壁町真壁の見
み る め

芽通りのブロッ

ク塀を黒板塀に化粧直しをしました。

　同会は、真壁町の街並みや風景を考えるワーク

ショップを開催。その中で出た意見を地域の方のご

協力をいただきながら実際に工事に入ることで、歴

史的景観に対する意識を少しづつ変えていこうと工

事を行いました。工事は、約 7メートルのブロック

塀に板を被せる形で行われ、防腐剤を塗って歴史的

景観に配慮した黒板塀に仕上げました。材料は同会

が提供し、工事は会員がボランティアで行いました。

「ほかの方にも理解が得られれば順次やっていきた

い。」と武村実支部長は述べていました。

　「スマイルの会」（精神保健デイケア）のみなさ

んの、絵てがみや水彩画を市民の皆さんに観ても

らおうと、第 2回の作品展が岩瀬福祉センターで

開催されました。

　同会は、家に閉じこもりがちの人や、人との付

き合いがうまく出来ない人たちが集まって活動し

ている団体で、精神ボランティアのみなさんの協

力によって毎週火曜日に岩瀬福祉センターで、創

作活動や環境美化運動・畑作業でさつまいも作り・

調理実習およびスポーツなどを行い、自立と社会

参加をめざしています。同会の問い合わせは、健

康推進課・予防係（　58 － 5111・75 － 3111

／内線 2354）までお願いいたします。

中
田
市
長
・
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
加
倉
井
理
事
長
は
じ
め
多

く
の
関
係
者
参
加
の
も
と
、
桜
川
市
水
田
農
業
振
興
室

開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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動
団
体
な
ど
に
対
す
る
新
た
な
助

成
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

助
成
対
象
と
な
っ
た
団
体
な
ど

に
つ
い
て
は
、
優
良
事
例
と
し
て

広
く
県
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。
多
数
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
助
成
額
／
１
団
体
当
た
り
10
万

円
以
内

■
助
成
団
体
数
／
30
団
体

■
募
集
期
限
／
６
月
22
日
（
金
）

ま
で

■
問
合
先
／
大
好
き
い
ば
ら
き
県

民
会
議
（
県
生
活
文
化
課
県
民
運

動
推
進
室
・

０
２
９-

２
２
４

-

８
１
２
０
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

税
務
職
員
（
Ⅲ
種
）
募
集

-

高
等
学
校
卒
業
程
度-

�

関
東
信
越
国
税
局
・
下
館
税
務
署

■
受
験
資
格
／
昭
和
61
年
４
月
２

日
〜
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方

■
試
験
の
程
度
／
高
等
学
校
卒
業

桜
川
市
市
民
憲
章
等
制
定
委

員
会
委
員
募
集

�

総
務
課

　

桜
川
市
で
は
本
年
、「
市
民
憲

章
」
と
市
の
「
花
」「
木
」「
鳥
」

を
制
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

桜
川
市
市
民
憲
章
は
、「
市
の

理
想
像
を
掲
げ
て
空
間
的
な
目
標

達
成
を
示
す
」
こ
と
と
「
個
々
人

の
生
活
を
快
い
も
の
に
す
る
た
め

の
社
会
生
活
的
な
努
力
目
標
を
示

す
」
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
花
」「
木
」「
鳥
」
に
つ
い
て
は
、

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に
制
定
す
る

も
の
で
す
。

　

桜
川
市
市
民
憲
章
等
制
定
委
員

会
は
13
人
で
構
成
し
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

■
公
募
人
数
／
３
人

■
申
込
期
限
／
６
月
29
日
（
金
）

■
申
込
資
格

・�
原
則
と
し
て
申
込
時
の
年
齢
が

満
20
歳
以
上
の
者

・�

本
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住

所
を
有
す
る
者

・�

本
市
の
審
議
会
等
の
委
員
と

な
っ
て
い
な
い
者

・�

本
市
の
職
員
ま
た
は
市
議
会
議

員
で
な
い
者

■
選
考
方
法
／
書
類
審
査

■
申
込
方
法
／
総
務
課
（
大
和
庁

舎
）
お
よ
び
岩
瀬
・
真
壁
各
庁
舎

の
地
域
窓
口
課
で
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

※
申
込
用
紙
に
つ
い
て
は
、
前
記

各
庁
舎
に
用
意
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
郵
送
に
よ
る
申
し
込

み
も
可
能
で
す
。（
締
切
日
必
着
）

■
委
嘱
期
間
／
委
嘱
状
交
付
日

（
７
月
を
予
定
）
か
ら
年
度
末
ま

で
（
約
４
回
委
員
会
開
催
予
定
）

■
問
合
先
／
総
務
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

国
指
定
史
跡
真
壁
城
跡
発
掘

調
査
作
業
員
募
集

文
化
課

　

国
指
定
史
跡
真
壁
城
跡
発
掘
調

査
の
発
掘
調
査
作
業
員
を
募
集
す

る
た
め
、
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

■
日
時
／
６
月
20
日
（
水
）
10
時

■
場
所
／
真
壁
庁
舎
２
階
会
議
室

応
募
資
格

・�

市
内
在
住
の
方
で
、
発
掘
現
場

に
通
勤
可
能
な
75
歳
ま
で
の
方

・�

発
掘
経
験
者
ま
た
は
興
味
の
あ

る
方

■
募
集
人
員
／
20
人
程
度

■
勤
務
内
容
／
発
掘
調
査
業
務

■
勤
務
地
／
国
指
定
史
跡
真
壁
城

跡
（
真
壁
第
一
体
育
館
東
側
）

■
調
査
期
間
／
平
成
19
年
７
月
〜

12
月
（
予
定
）

■
勤
務
体
制
／
月
曜
か
ら
金
曜
の

う
ち
の
勤
務
指
定
日
（
１
か
月
14

日
以
内
）
８
時
30
分
〜
17
時
30
分

（
12
時
〜
13
時
を
除
く
８
時
間
勤

務
）

■
給
与
／
日
給
５
千
６
百
円
〜

６
千
１
百
円（
市
の
要
項
に
よ
る
）

※
説
明
会
に
は
本
人
が
参
加
し
、

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
採
否
は
選

考
の
上
、後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
教
育
委
員
会
文
化
課

（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１

１
１
／
内
線
３
２
３
２
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

ご
近
所
の
底
力
の
活
性
化
に

向
け
て
新
た
な
助
成
制
度
を

創
設

�

大
好
き　

い
ば
ら
き　

県
民
会
議

　

茨
城
県
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
め
ざ
し
、
団
体

相
互
の
連
携
や
幅
広
い
分
野
へ
の

取
り
組
み
な
ど
に
よ
り
、
他
の
地

域
や
団
体
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う

な
特
色
あ
る
活
動
を
行
う
地
域
活

募　

集

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

６
月
の

　

納
税
・
保
険
料

市
県
民
税　
　
　
　

  

１
期

国
民
健
康
保
険
税　

  

２
期

介
護
保
険
料　
　
　

  

2
期

納
期
限:

７
月
２
日
（
月
）

程
度　

■
申
込
書
請
求
先
／
下
館
税
務
署

総
務
課
、
関
東
信
越
国
税
局
人
事

第
二
課
ま
た
は
人
事
院
関
東
事
務

局■
受
付
期
間
／
６
月
26
日
（
火
）

〜
７
月
３
日
（
火
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

■
申
込
提
出
先
／
人
事
院
関
東
事

務
局
（
〒
３
３
０-

９
７
１
２
埼

玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心

１-

１
さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁

舎
１
号
館
・

０
４
８-

７
４
０

-

２
０
０
６
〜
８
）

試
験
日

・
第
１
次
試
験　

９
月
９
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験　

10
月
18
日
（
木
）

〜
10
月
25
日
（
木
）
ま
で
の
間
の

指
定
す
る
１
日
（
第
１
次
試
験
合

格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
）

■
採
用
日
／
平
成
20
年
４
月
１
日

■
問
合
先
／
関
東
信
越
国
税
局
人

事
第
二
課
試
験
係
（

０
４
８

-

６
０
０-

３
１
１
１
／
内
線

２
０
９
５
、
２
０
９
７
）・
下
館

税
務
署
総
務
課
（

０
２
９
６

-

24-

２
１
２
１
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

講
座
生
募
集

�

筑
西
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

習
得
「
エ
ク
セ
ル
」
応
用
講
座

・
実
施
日
お
よ
び
時
間
／
７
月
３

日
（
火
）
〜
５
日
（
木
）【
全
３
回
】

■
申
込
期
間
／
６
月
12
日
（
火
）

〜
26
日
（
火
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
筑
西

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
下

泉
６
２
５-

１
・

０
２
９
６

-

75-

１
２
５
４
）

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の

日
」

�

秘
書
広
報
課

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も

結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

■
日
時
／
６
月
25
日
（
月
）
９
時

〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

■
場
所
／
真
壁
庁
舎
１
階
会
議
室

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１

１
／
内
線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
７

月
23
日
（
月
）
岩
瀬
庁
舎
１
階
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
を
開
催

�

相
談
内
容

・�

年
金
の
受
け
取
り
手
続
き
の
方

法
・�

年
金
受
給
に
必
要
な
資
格
期
間

や
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て

・�

在
職
中
の
年
金
に
つ
い
て

・�

失
業
給
付
を
受
け
た
時
の
年
金

に
つ
い
て

・�

そ
の
他
年
金
に
関
す
る
こ
と

■
相
談
場
所
／
常
陽
銀
行
（
株
）

岩
瀬
支
店

■
相
談
料
／
無
料
（
相
談
に
は
予

約
が
必
要
で
す
。
予
約
の
な
い
場

合
は
、
多
少
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。）

※
相
談
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
・
年
金
手
帳
（
本
人
と
配

偶
者
）・
預
金
通
帳
・
印
鑑（
認
印
）・

職
歴
メ
モ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
持
ち
の
方
は
、
社
会
保

険
業
務
セ
ン
タ
ー
よ
り
送
付
さ
れ

た
加
入
記
録
の
お
知
ら
せ
・
見
積

額
・
裁
定
請
求
書
、
雇
用
保
険
被

保
険
者
証
・
年
金
証
書
を
併
せ
て

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
予
約
申
込
先
／
常

陽
銀
行
（
株
）
岩
瀬
支
店
（

０
２
９
６-

75-

３
１
０
３
）

�

お
知
ら
せ

市
民
課

　

桜
川
市
更
生
保
護
女
性
会
大
和

支
部
で
は
、〝
地
域
の
み
ん
な
で

子
育
て
〟
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
子
ど
も
・
親
同
志
の
触
れ
合

い
と
相
談
の
場「
子
育
て
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
６
月
20
日
、
７
月
18

日
、
８
月
22
日
、
９
月
19
日
、
10

月
17
日
、
11
月
21
日
、
12
月
19
日
、

１
月
16
日
、
２
月
20
日
、
３
月

19
日
【
全
10
回
】（
い
ず
れ
も
第

３
水
曜
日
）
９
時
30
分
〜
11
時

30
分

■
会
場
／
大
和
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー

■
参
加
費
／
無
料

■
対
象
者
／
子
ど
も
（
乳
幼
児
）

か
ら
親
（
家
族
）、
ま
た
は
子
育

て
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど

■
申
込
方
法
／
当
日
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
更
生
保
護

女
性
会
大
和
支
部
（

０
２
９
６

-

58-

７
２
３
１
）
海
老
沢
ま
で

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

常
陽
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

常
陽
銀
行
（
株
）
岩
瀬
支
店

■
相
談
日
時
／
６
月
28
日
（
水
）

10
時
〜
15
時

イ
ベ
ン
ト

二
科
会
写
真
部

茨
城
支
部
県
西
地
区
巡
回
展

�
二
科
会
写
真
部
茨
城
支
部

　

二
科
会
写
真
部
茨
城
支
部
で

は
、
第
16
回
（
２
０
０
７
）
公
募

展
を
県
西
地
区
で
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
6
月
8
日
（
金
）
〜
10

日
（
日
）
10
時
〜
18
時
（
最
終
日

は
17
時
ま
で
）

■
会
場
／
筑
西
市
文
化
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ス
ピ
カ
6
階
（
Ｊ
Ｒ
下

館
駅
前
・

０
２
９
６-

22-

７
４
６
５
）

■
入
場
料
／
無
料

■
問
合
先
／
二
科
会
写
真
部
茨
城

支
部
（

・
�
０
２
９
５-

52-

３
１
１
８
）



��さくらがわ　2007.6.1

月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 受  付  時  間

７/１ (日)
平島医院 岩瀬 198 0296- 75- 2510

 9:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

( 保険証は必ず持参）

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

７/８ (日)
阿部田医院 真壁町亀熊 123 － 1 0296- 55- 0305

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

７/15 (日)
山王病院 岩瀬 42 0296- 75- 0600

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

７/16 (月)
根本医院 真壁町真壁 202 0296- 55- 0027

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

７/22 (日)
鏑木クリニック 加茂部４－１ 0296- 76- 3131

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

７/29(日)
つくし野クリニック 真壁町椎尾 2022 0296- 20- 7755

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

● ７月の休日応急診療医療機関

健 康 ガイド

● ７月の献血

月　　日 会 場 お よ び 受 付 時 間

７/５ (木) 大和体力増進センター（10：00 ～ 15：30）

月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　　　　　　　考

７/19 (木) こころの健康相談 13：00 ～ 15：00
精神科医師が担当し、秘密は厳守されます。（要予約）
会場：大和ふれあいセンター（シトラス）

第 1・2・3・
4火曜日

精神保健デイケア 9：30～ 11：30
仲間と楽しい時間を過ごしませんか。お気軽にどうぞ。

（要申込）

● ７月の精神保健

● ７月の成人の健康づくり
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　　　容

７/２(月)・
18日（水）

総合健康相談（会場／岩瀬
庁舎健康推進課、大和庁舎
保健福祉課、真壁保健セン
ター）

母子・成人全対象
９：00～ 11：00
13：00 ～ 16：00

子供の発達・栄養・しつけ（身体計
測は要予約）・食事や運動の健康管理
相談、糖尿病・高血圧・高脂血症な
どの生活習慣病に関する栄養相談（要
予約）、血圧・腹囲・体脂肪測定など

● ７月の市民健康講座
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　　　容

７/31 (火) 会場／岩瀬福祉センター 全市民対象 13：30 ～ 15：00
「歯周病の予防・中高年の歯の病
気」講師／磯部歯科医院：内海
元先生（前日までに予約が必要）

�� さくらがわ　2007.6.1

7月分 《問合先》健康推進課

 58-5111・75-3111（代表）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

７/５ (木) １歳児健診 H18. ６月・７月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル

７/６ (金) 4 ～５か月育児相談 H19. ２月・３月生 9：45～ 10：00
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル

７/19 (木) １歳６か月児健診 H17.10 月・11月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル、歯ブラシ（子ども
用と仕上げみがき用）

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

● ７月の乳幼児健診・育児相談

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

７/３ (火) 3 歳児健診 H16. ４月・５月生 13：00 ～ 13：20

母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル、尿、目と耳のアン
ケート用紙、歯ブラシ（子ども
用と仕上げみがき用）、コップ

７/20 (金) ２歳児歯科健診 H17. ４月・５月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル、歯ブラシ（子ども
用と仕上げみがき用）、コップ

７/23 (月) １歳児健診 H18. ７月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル

７/25 (水) ４～５か月育児相談 H19. ２月・３月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

● ７月の母と子の健康づくり

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

７/18 (水) パパ・ママクラス 初妊婦と夫 10：00 ～ 14：30
母子健康手帳、テキスト（要予
約）／会場：岩瀬福祉センター

７/27 (金) 離乳食教室
生後４か月～６か月児
と保護者

10：00 ～ 11：30
エプロン、三角巾またはバンダ
ナ、スリッパ、ふきん 1枚（要
予約）／会場：大和中央公民館

● ７月の予防接種

月　　日 種　　　　　　目 対象および接種方法 受 付 時 間 会　　　　　場

７/４ (水) ポリオ

生後３か月～ 90 か月
未満（経口投与。６週
間以上の間隔をおいて
２回受けます。）

13：15 ～ 13：45 真壁保健センター

本年 4月から、ＢＣＧ・三種混合予防接種は個別接種となりました。対象年齢・接種期間を過ぎ
た方は、任意接種（有料）となり依頼書が必要な場合がありますのでお問い合わせください。

● ７月の成人の健康診査

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　容

７/23(月)～
27(金)･30(月)
･31(火)

真壁地区
子宮・乳がん検診
（会場：真壁保健センター）

20歳以上の女性（お
申込された方には個人
通知いたします。）

12：00 ～ 12：30
子宮がん検診・乳がん検診（超
音波・マンモグラフィー検査は、
年齢・地区によって異なります。）

６/29(金)～
7/17(火)

岩瀬地区
住民検診
（会場：各地区公民館等）

16歳以上（お申込さ
れた方には個人通知い
たします。）

各日とも
 9：30 ～ 11：00
13：30 ～ 14：30

結核・肺がん検診、基本健康診
査など（詳細は、健康カレンダー
をご覧ください）
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・ 景気対策のための暫定的な税負担の軽減措置とし

て導入されていた定率減税が、経済状況の改善な

どを踏まえ、住民税は平成 19 年度分 ( 平成 19 年

6 月以降の納付 ) から、所得税は平成 19 年分 ( 平

成 19 年 1月以降の源泉徴収および平成 20年 2月

～ 3月に行われる確定申告 ) から廃止されます。

※次のホームページで『住民税が変わります』が、

ご覧になれます。

・市役所ＨＰ

　【city.sakuragawa.lg.jp/ ⇒暮らしの情報⇒税金⇒住民税】

・茨城県ＨＰ

　【pref.ibaraki.jp/ ⇒税金⇒県税全般について】

税源移譲により
平成 19年から住民税が変わります

・ この税源移譲に当たって、住民税が一律 10％の税

率へ、所得税が 4段階から 6段階の税率に変わり

ます。

・ これに伴い、ほとんどの方が、住民税は平成 19年

度から増えます ( 平成 19 年 6 月以降の納付 )、所

得税は平成 19 年分から減ります ( 平成 19 年１月

以降の源泉徴収および平成 20 年 2 月～ 3月に行

われる確定申告 )、これは、税金の移し替えですの

で、住民税と所得税とを合わせた税負担が変わる

ことは基本的にはありません。

　 　ただし、皆様の収入の増減や定率減税の廃止な

ど、別の要因により、実際の負担額は変わります

ので、ご留意ください。

平成 18年度まで 平成 19年度から

個人住民税 個人住民税

課税所得 標準税率 課税所得 標準税率

～ 200 万円 ５％

一律 10％
200 万円～
700 万円

10％

～ 700 万円 13％

ポイント／ 住民税の老年者非課税措置が段階的に廃
止されます。

年　　度 均等割額 所得割額

平成 18年度
１, ３００円

(4,000 円× 3分の 1)
税額× 3分の 1

平成 19年度
２，６００円

(4,000 円× 3分の 2)
税額× 3分の 2

平成 20年度 ４，０００円 (全額課税 ) 全額課税

ポイント／ 税源移譲によって、所得税と住民税とを

合わせた税負担が変わることは基本的に

はありません。

■税源移譲 ( 所得税から住民税へ ) ■老年者非課税措置について

ポイント／平成19年から、定率減税が廃止されます。

■定率減税の廃止

　国から地方への税源移譲が行われています。

　所得税はすでに平成 19 年 1月分から税率が変わ

り、住民税も 6月分から変わります。これは、「地

方にできることは地方に」という理念の下、「国庫

補助負担金の改革」「税源移譲」「地方交付税の改革」

の三つを一体として行い地方分権を進めていく「三

位一体改革」の一環として行われるものです。

　具体的には、国税 ( 所得税 ) と地方税 ( 住民税 )

の税率を変えることにより、3兆円の税源を国から

地方団体である都道府県・市区町村に移し替えます。

給与所得者・年金受給者・事業所得者などの収入形

態にかかわらず、多くの方は所得税が減り、住民税

が増えますが、所得税と住民税の合計額は税源移譲

によっては基本的に変わりません。

　また、税源移譲とは別に、平成 11 年から暫定的

な税負担の軽減措置として導入されていた所得税・

住民税の定率減税が廃止されます。

問合先／税務課市民税第一係（　58－ 5111、75 － 3111 ／内線 1121・1122）
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県西総合病院
KENSEI  GENERAL  HOSPITAL

〒 309－1295　桜川市鍬田 604
ＴＥＬ　0296－75－3171(代表)
ＦＡＸ　0296－76－1201

外来診療のご案内

月 火 水 木 金 土

内 科

午　

前　

　岩渕 ( 腎臓 )
　江畑 ( 循環器 )
　清水 (圭 )( 呼吸器 )

　岩渕 ( 腎臓 )
　山縣 ( 腎臓 )
　角 ( 呼吸器 )

　小島 ( 血液 )

　江畑 ( 循環器 )
　清水 (圭 )( 呼吸器 )
　平沼 ( 胃大腸 )
　
　伊藤 ( 膠原病 )

　冨所 ( 神経 )
　角 ( 呼吸器 )
　岡田 ( 内分泌 )
　錦 ( 腎臓 )　
　仁保 ( 循環器 )

　来栖 ( 肝臓 )
　角 ( 呼吸器 )

第 1･3･5 週診療

午
後

　来栖 ( 肝臓 )
　石田 ( 腎臓 )

　冨所 ( 神経 ) 　江畑 ( 循環器 )

小 児 科

午　
　

前

中原
飛田

中原
金井

中原
金井

中原
飛田

中原
飛田

中原(成長･発達予約)  
　第 1・3・5週診療
飛田、金井  第1・3・5週診療
堀米 ( 循環器予約 )  
　　第 1週診療
救急のみ第 2･4 週診療

午
後

飛田　金井
(気管支喘息　予約)

予防接種 ( 予約 )
飛田 ( 腎臓予約 )
第 2・4週診療

乳児検診
予防接種 ( 予約 )

夜
間 夜間救急診療

予防接種 ( 予約 )
夜間救急診療

夜間救急診療

外 科 午
前 清水 ( 公 )　一部予約 金子　一部予約 武藤　一部予約 相田　一部予約 清水 ( 公 )　一部予約 石橋　第 1・3週診療

脳 神 経外科

午
前 鈴木 ( 予約 ) 第 1週診療

午
後 中井 山崎

整 形 外 科 午
前

中川
赤荻

中川
筑波大非常勤医師

中川
赤荻

中川　御
み

園
その

生
お

非常勤
中川
赤荻

スポーツ外来 ( 予
約 )第1･ 3週診療

泌 尿 器 科 午
前 近藤 近藤

近藤 ( 予約 )
主に検査･処置

近藤 高岡
近藤
第 1 ･ 3 週診療

眼 科

午
前 国広　真壁 国広　真壁 国広　真壁 国広　真壁 国広　真壁　第 1･3週診療

午
後 予約検査 予約検査 予約検査 予約検査 予約検査

皮 膚 科

午
前 杉山

午
後 中村

産 婦 人 科

午
前 山内 山内 市川 山内 山内

筑波大学医師　第１週診療
山内　第３週診療

午
後

助産師による
母乳外来 ( 予約 )

市川

耳 鼻咽喉科

午
前 林 大久保

午
後 林 大久保

■受付時間／平日　7：30～ 11：30・12：00 ～ 15：30　　第１・３・５土曜日　7：30～ 11：00
■診療開始時間／ 9：00～・13：30 ～
　・内科外来は予約外来となっております。 なお、予約外の患者様は、しばらくお待ちいただくことがありますのでご了承ください。
　・小児科乳児検診の受付時間は、13：00 ～ 14：00 になります。
　・小児科夜間救急診療の受付時間は、18：00 ～ 19：00 になります。
　・小児科第２・４土曜日の救急診療を希望される場合は、9：00 ～ 9：30 までに小児科外来までご連絡下さい。
　・休日小児救急外来 9：30までに来院していただければ、小児科医が 9：30から診療いたします。
　・泌尿器科外来（水曜日のみ）は、予約外来とさせていただきます。
　・皮膚科外来水曜日午前の診療開始時間は、9：30とさせていただきます。

平成 19年６月１日現在 

２F
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書図 案 内刊新BOOK INFORMATION

真壁中央公民館図書室
《児童図書》
紙芝居　くまの子ウ－フ－（全３巻）　神沢利子　井上　洋介
紙芝居　ゆかいな民話 ( 全７巻）　　  川崎大治脚本ほか
ギネス世界記録 2006　　　　　　　 グレイグ・グレンディ編
日本なんでも年表　　　　　　日本なんでも年表編集委員会
ビックブック　トーマスきゃくしゃをひく　ウィルバート･オードリー
《一般図書》
たぶん最後の御挨拶　　　　　　　　東野　圭吾
鈍感力　　　　　　　　　　　　　　渡辺　淳一
おねだり女房（影十手活殺帖）　　　 宮本　昌孝
子供の好き嫌いがなくなる 100 のレシピ　長澤池早子監修
完全保存版　家庭画報の京都　　　　世界文化社編

【今月のおすすめ図書】

わが人生の歌がたり

（昭和の哀歓）
五木　寛之

大和中央公民館図書室
《児童図書》
りりがのこしてくれたもの　　　　　はらだ　ゆうこ
おんぶにだっこ　　　　　　　　　　さくら　ももこ
のら犬物語　　　　　　　　　　　　戸川　幸夫
松井秀喜メジャーにかがやく 55番　 飯島　智則
《一般図書》
月下の恋人　　　　　　　　　　　　浅田　次郎
もう一日　　　　　　　　　　　　　ミッチ･アルボム
定年後　　　　　　　　　　　　　　加藤　　仁
天国で君に逢えたら　　　　　　　　飯島　夏樹
有元葉子うちのおかず 12ヶ月　　　 有元　葉子

【今月のおすすめ図書】

牛車に乗った洋琴
根本　順弘

岩瀬中央公民館図書室
【今月のおすすめ図書】《児童図書》

ドラえもんのせかいちず　　　　　　金窪　敏和
ドラえもんのせかいこっき　　　　　吹浦　忠正
ゆうひのしずく　　　　　　　　　　あまんきみこ・ぶん
　　　　　　　　　　　　　　　　　しのとおすみこ・え
あえたらいいな　　　　　　　　　　かさいまり　作・絵
シャーロットのおくりもの　　　　　E．B．ホワイト
《一般図書》
眠れぬ真珠　　　　　　　　　　　　石田　衣良
小説家　　　　　　　　　　　　　　勝目　梓
余命　　　　　　　　　　　　　　　谷村　志穂
団塊難民　　　　　　　　　　　　　溝上　憲文

タイガーと呼ばれた子
トリイ・ヘイデン
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わが家の笑顔わが家の笑顔

お母さんからひとこと

　くるみはとっても歌が

好き！

　隼人はお姉ちゃんの後

を追うのが好き！

　元気でたくましく、思

いやりがある優しい子に

育ってね！

おじぃちゃんからひとこと

　二人はいつも元気で明る

い兄妹です。

　かわいい二人の笑顔は、

家族みんなの元気の源です。

　大好きな自転車に乗って、

いろんなところに行こう

ね！

稲
いな

葉
ば

　くるみちゃん（写真右）
 平成 16年 8月 13 日生

稲
いな

葉
ば

　隼
は や と

人ちゃん（写真左）
 平成 18年５月 29 日生

（真壁町山尾地区）

　富谷ふれあいの森をメイン会場に、第 5期森

林ボランティア育成講座が開催されました。

　この講座は、森林の下刈りや枝打ちなどをす

ることにより、森林保護・育成を自主的に行お

うとする市民グループの養成を目的に開催され

ます。そして、この活動が広く知られることで

人々の森林に対する認識が向上し、また「森林

ボランティア」の活動が森林保護・育成の新た

な担い手となることが期待されています。　

【この豊かな自然を次世代に残そう】

　

桜
川
市
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
試

合
を
行
う
会
場
は
次
の
４
か
所
で

す
。

・ 

真
壁
運
動
場
（
メ
イ
ン
会
場
）

・ 

桃
山
中
学
校
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ラ
ウ
ン
ド

・ 

総
合
運
動
公
園
（
ラ
ス
カ

隣
接
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

・ 

岩
瀬
運
動
場
（
青

柳
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

全
国
か
ら
集
ま

る
選
手
団
を
温
か
く

迎
え
る
た
め
、
市
民

の
皆
様
の
ご
協
力
と
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
問
合
先
／
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
桜
川
市
実
行
委
員
会
事
務

局
・

介

護

長

寿

課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
／

内
線
２
３
３
５
）

今
年
は　

茨
城
県

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
60
歳
以

上
の
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
健
康

と
福
祉
の
祭
典
で
す
。
昭
和
63
年

以
来
毎
年
開
催
さ
れ
、
20
回
目
と

な
る
今
年
の
大
会
は
、
茨
城
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

11
月
に
は
全
国
か
ら
選

手
が
集
結

　

開
催
は
、
11
月
10

日
（
土
）
〜
13
日

（
火
）
の
４
日
間
。

都
道
府
県
・
政
令
指

定
都
市
ご
と
に
結
成
さ

れ
た
60
歳
以
上
の
選
手
団
が
茨

城
県
に
集
ま
り
ま
す
。

桜
川
市
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
会
場

　

県
内
21
市
町
を
会
場
に
、卓
球
・

テ
ニ
ス
・
囲
碁
・
俳
句
な
ど
25
種

目
の
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
交
流
大

会
が
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
19
年
11
月
10
日（
土
）〜
13
日（
火
）

第
20
回
全
国
健
康
福
祉
祭
い
ば
ら
き
大
会

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７

大
おお

関
ぜき

　勇
ゆう

輝
き

ちゃん（写真左）

 平成 12年 11 月 21 日生

大
おお

関
ぜき

　亜
あ

悠
ゆ

ちゃん（写真右）

 平成 14年 8月 4日生

（真壁町山尾地区）


